




















































図 1 ポジタイプの雪形 （新潟県鋸山の「川の字」）
術の進展によ り，現在では農事暦 としての実用上の
必要性はほと んどなくな った。それ とと もに，雪国
で生活す る 人々 の 日常生活か らも 遠ざかり ，有名な
雪形を除 き ，文献では存在 していても ，実際にどの
形である かを確認でき ない雪形がます ま す増加する
傾向にある。その一 方で，雪形は季節の風物詩と し
て しばしば，その出現が地方の新聞等でも 記事とな
り ，一 部の人 の々関心を集めており ，有名な も のは
観光資源 としても 利用 さ れ人気も 高い。
かつて雪国の人 が々生活の知恵と して利用した雪
形は現在において，新たな観点から の意義づけが期
待でき る。その一 つは，有名無名を 問わず雪形の白
黒パター ンの航空写真測量や衛星デー タ 解析を組み
合わせて複雑な山地積雪に関する情報を得るこ とが
可能であ ると い う点である。そのために は，地形や
気象情報を基に雪形の発生から消滅までを シ ミュ レ
ー シ ョンで きる よ うにな ること が必要である。も う
1点は，雪形が地表変動の跡を描 き出す こと があ る
（写真 2 ) と い う 点である 。こ の意味から 言 えば，
雪形の形態分類を地表変動と対応づけて分類整理す
るこ と も防災科学技術研究に新しい視点を与える こ
と にな る 。
こ の ような実用的目的研究ばか りではな く ，雪形
研究に は素人にも 簡単に取 り 組める教育的研究素材
の意味もあ る 。こ れは，かつて雪形が気象 ・ 気候の
簡便なセ ンサー と して雪国の人 が々生活の知恵 とし
て利用していた ことを考えれば当然かも 知れない。
いつ発生して，どのよ うに形が変化 し，消滅するか
を写真かスケ ッチで記録するだけで も ，それが複数
年に渡るものであれば，たいへん貴重な資料とな る
こ とは明ら かである。名のないも のを含めると ，文
字 どおり星の数より もた くさ んあ る雪形は興味を持
ネガタ イ プの雪形 （新潟県妙高神奈山の 「跳ね馬」）
つ人すべて にも れな く オリジナルの素材を与えて く
れる。
現在，昔からの伝承をと も なう雪形のいく つかは，
確認 • 特定ができ ずに失われていく ほか，ス キー場
の開発などで直接消失 した り ，ま た都市化にと もな
っ て宅地造成や高層ビルの出現によ り，その景観が
減少 ・消失する傾向にある。その一 方で，こ れま で
全 く無名であ っ た白黒模様に，何等かの仮称をつけ
る こと によ って，自然観察にたいする興味を喚起す
る効果が考えら れる。 やがてこ れ らの仮称の中から
自然洵汰を経て未来に語 り継がれる雪形 とな るも の
が出て くる こ とも 十分考えら れる。
防災科学技術研究所では現在，本格的には雪形の
研究に着手していないが，雪氷研究，地表変動研究，
気象 ・気候変動研究等の従来の研究ポテン シ ャル を
活かし，ユニー ク な組合せによ る雪形研究の現代的
取 り組みが十分可能ではなかろ う か。
（長岡雪氷防災実験研究所 納口 恭明）
写真2 「清水の日輪」（河島克久氏撮影）。山田穣氏に
よ ると この雪形は地滑り 地の輪郭に対応してい
る と推定される。
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